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校
　
　
長

○学年所属職員

１　火災発生時の対応

（１）連絡体制

（2）避難場所

○生徒玄関前。各クラス男女別に出席番号順に２列縦隊で整列。雨天時は体育館。
○出火場所で避難場所は変わるので、緊急放送にて「緊急避難場所」を確認すること。

（3）避難経路

○HR教室授業時の場合→１・３年生は海側階段、２年生は山側階段を使用。
○その他の教室授業時の場合→火災発生場所から遠い経路を判断し避難する。
○詳細は別紙のとおり。（避難経路は避難訓練時の場合）

○生徒 保健体育美化委員男女 担　　任
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Ⅲ　個別の危機管理

（６）消防車の出動要請

〔１〕事務室から「１１９」通報。同時に火災報知機の作動。
〔２〕伝える内容
　　①火災消防の要請（消防局から救急か火災消防かを尋ねられる）
　　②場所：中五島高校　火災発生場所　　危険物有無の確認
　　③状況を伝える（事故・災害や症状の内容）
　　　「発生時刻・発生場所（何階か）・発生状況・負傷者の有無・現在の様子など」
　　④通報者の氏名
　　⑤消防車到着までの時間を確認しておく。
〔３〕サイレンが聞こえたら誘導にて火災発生場所付近まで案内する。
〔４〕負傷者がいる場合には、避難場所へ案内する。

７　消火器（初期消火）・消火栓の場所確認

○日頃使用する教室、施設などの消火器保管場所を確認しておくこと。
○まずは避難することが大切です。

各　　　　自 学年主任

○非常勤職員 各　　　　自 教務主任

○事務職員 各　　　　自 事　務　長

（４）避難時の注意事項

○上履きのままで避難すること。
○廊下・階段では絶対に走って避難しないこと。
○ハンカチなどで口・鼻を覆うこと。
○避難時は絶対にしゃべらないこと。
○避難経路は、火災発生場所から遠い場所を判断して避難すること。

（5）人員点呼の方法

発見者 教頭

校長

事務長
火災報知機作動

消防署へ通報

避難緊急放送 職員

避難誘導

安全確認

人員確認

初期消火

荷物搬出

負傷者確認
























